









































性のカレッジで、私はその女性版のカレッジである、the American College for Girlsに通っ
ていた。Robert Collegeは同窓生としてスピーチを依頼されたのである。それは大変に
名誉なことだった。
































































は、「SDI（selective dissemination of information）」2）と呼ばれていた。私はまたLister 




























決意する時期だと考えた。そして、the University of California at San Diego（UCSD：
カリフォルニア大学サンディエゴ校、以下、UCSDと示す）に属している、Scripps 
Institution of Ocenographyでテクニカルサービス部門の課長の職に就いた。














































の開発を研究し、LC（これは、Henriette Avram及びLucia Rather、さらにthe Cataloging 
Policy & Support Office（目録政策及び支援局）のスタッフとともに仕事に従事した場



























RDA（Resource Description and Access：『資源の記述とアクセス』）の基盤となって
いる。

















図12　 LC：Jefferson Building（下の左側の建物）、Madison Building（下の右側の建物）、
Adams Building（上の建物）、ティレットのオフィスはアダムスビルの3階の角（上
の矢印の先）
図11　 Central University Library、University of California、
































あった。私はアメリカ情報科学学会（the American Society for Information Science）





協会：the American Library Association）の支部を通じて実現した。そうした支部は
次のようなものである。LITA （Library and Information Technology Association）, 
RTSD/ALCTS （Resources and Technical Services Division, later called Association of 







ALCTS）の共同グループとして、ACIG（the Authority Control interest Group：典拠
コントロール専門グループ）を設置するために必要な署名を集めた。このことが後に



































この一連の会議はIME ICCとして知られている。すなわち、the International Meeting 





















2006年にアジア・太平洋諸国のためにソウルで会議が開催され、the National Library 
of Korea（韓国国立図書館）に勤務する私の友人であるJaesun Leeがホストの役割を果
たした。議事は英語、韓国語、日本語、中国語の同時通訳で進められた。
図15　 IME ICC 1、2003年ドイツ・フランクフルト（ヨーロッパおよび















図16　 IME ICC 3、2005年エジプト・カイロ（中東および北アフリカ諸国）









図18　IME ICC 5、2006年南アフリカ・プレトリア（ サハラ砂漠以南の諸国）
図19　 『国際目録原則 



























































コア・メタデータ・イニシアチブ、IEEE/LOM（IEEE/ Learning Object Metadata）6）、





































































































3） 当時の名称。現Lister Hill National Center for Biomedical Communicationsの前身。
4） MELVYLは、カリフォルニア大学全体の蔵書を対象とし、所蔵資料の書誌事項及びその所蔵情報を
も提供した大規模総合目録で、図書館界での最初期のOPACであったことから開発当時世界中から
注目された。
5） 日本ではコンピュータの「2000年問題」と呼ばれる問題を指す。
6） 学習オブジェクト、すなわち、あらゆる種類の教育資源のメタデータ（索引情報）のためのIEEEの
規格
7） LCには日本語を読める図書館員がいるので、日本語で送付してもよい。
